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哺乳動物には２つのタイプの免疫システム、自然免疫と獲得免

疫が存在する。自然免疫は、従来まで非特異的な免疫反応と

考えられ、哺乳動物においては獲得免疫の成立までの一時し

のぎと考えられてきた。しかし、最近、自然免疫系の細胞も、

Toll-like receptor（TLR)と呼ばれる膜型受容体を用いて病原体

を特異的に認識して、炎症・免疫応答をひきおこすことが判明し

た。TLR は、細菌、真菌、原虫、ウイルス由来の成分によって活

性化され、あらゆる病原体の体内への侵入を感知する。最近に

なって、さらに TLR 以外にも病原体の侵入を感知する細胞質内

に存在する受容体の存在もあきらかとなった。講演では、自然

免疫系による病原体の認識機構について述べてみたい。 
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21世紀COE「細胞・組織の統合制御にむけた総合拠点形成」
-Center for Integrated Cell and Tissue Regulation-

《要旨》


